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特
集
に
あ
た
っ
て
戦
後
の
歴
史
と
歴
史
学
二
0
一
五
年
は
第
二
次
世
界
大
戦
終
結
「
七
0
周
年」
に
あ
た
る。
安
倍
晋一
二
首
相
に
よ
る
「
戦
後
七
0
年
談
話」
に
注
目
が
集
ま
っ
た
に
せ
よ、
私
に
と
っ
て
印
象
深
い
の
は、
二
0
一
四
年
の
ほ
う
で
あ
る。
二
0
一
四
年
八
月
の
あ
る
朝
に
新
聞
を
広
げ
た
時、
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
に
よ
る
ガ
ザ
侵
攻、
シ
リ
ア
内
戦、
ア
ラ
ブ
地
域
に
お
け
る
民
主
化
の
後
退、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ロ
シ
ア
と
の
間
の
領
土
紛
争、
そ
し
て、
日
本、
韓
国、
中
国
の
間
の
領
土
や
歴
史
認
識
を
め
ぐ
る
確
執
な
ど、
「
紛
争」、
「
戦
争」、
「
対
立
」
と
い
う
言
葉
で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
紙
面
に
言
葉
を
失
っ
た
こ
と
を、
私
は
記
憶
し
て
い
る。
ポ
ス
ト
冷
戦
期
に
お
け
る、
時
代
の
転
換
を
強
く
予
感
さ
せ
た。
変
化
は
既
に
始
ま
っ
て
い
た。
グ
ロ
ー
バ
ル
化、
中
国
の
台
頭、
東
日
本
大
震
災
な
ど
は、
暦
の
上
だ
け
で
な
く、
意
味
の
上
で
も
二
0
世
紀
が
過
ぎ
去
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
す。
近
年、
歴
史
学
の
在
り
方
を
問
い
直
す
企
画
が
続
い
て
い
る。
二
0
世
紀
か
ら―
二
世
紀
へ
の
転
換
期
は、
戦
後
の
歴
史
学
界
を
支
え
て
い
た
世
代
が
引
退
す
る
時
期
に
重
な
り、
史
学
史
を
再
考
す
る
契
機
と
な
っ
た。
だ
が、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く、
変
化
す
る
社
会
を
い
か
に
と
ら
え
る
か、
歴
史
学
の
認
識
能
力
が
問
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
り、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
認
識
や
歴
史
像
の
点
検
が
不
可
欠
に
な
っ
て
い
る。
〈
特
集〉
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
白
川
耕
さ
て、
二
0
一
五
年
四
月一
八
日、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
史
学
会
は
第一
一
回
春
季
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
戦
後
の
歴
史
と
歴
史
学」
を
開
催
し
た。
「
戦
後
史」
が
「
現
代
史」
を
意
味
す
る
と
い
う
意
識
が
い
ま
な
お
私
た
ち
の
間
で
強
い
が、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
現
代
史
の
描
か
れ
方
を
テ
ー
マ
と
し
た。
時
間
的
な
隔
た
り
が
小
さ
い
た
め、
分
析
対
象
が
歴
史
研
究
の
領
域
に
入
っ
て
な
い
場
合
が
少
な
く
な
く、
さ
ら
に
研
究
者
自
身
の
生
い
立
ち
と
も
重
な
る
と
い
う
点
で、
現
代
史
は
古
代
史
や
近
代
史
な
ど
と
は
異
な
る
性
質
を
も
つ。
政
治
に
対
す
る
学
間
の
自
立
性
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
日
本
に
あ
っ
て、
現
実
の
政
治
と
歴
史
学
と
は
区
別
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る。
だ
が、
歴
史
家
は、
彼
ら
が
生
き
る
「
今」
と
研
究
対
象
で
あ
る
「
今」
と
の
間
を
往
還
し
つ
つ、
時
代
と
格
闘
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か。
生
み
出
さ
れ
た
現
代
史
像
の
分
析
を
通
じ
て、
学
説
を
た
ど
る
と
い
う
意
味
で
の
史
学
史
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず、
現
代
史、
研
究
者、
「
今」
と
の
相
互
の
緊
張
関
係
を、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
俎
上
に
乗
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る。
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
結
が
大
き
な
節
目
と
な
っ
た
日
本、
韓
国、
（
西）
ド
イ
ツ
に
お
け
る
現
代
史
の
語
ら
れ
方
に、
私
た
ち
は
注
目
し
た。
無
論、
七
0
年
間
の
三
国
の
歩
み
は
同
じ
で
は
な
い。
日
本
と
異
な
り、
ド
イ
ツ
と
朝
鮮
半
島
に
お
い
て
は
分
断
国
家
が
成
立
し
た。
ド
イ
ツ
は
一
九
九
0
年
に
統一
さ
れ
る
一
方、
朝
鮮
半
島
の
分
断
は
今
な
お
続
い
て
お
り、
韓
国
史
で
は
一
九
八
九
／
九
0
年
の
冷
戦
終
結
よ
り
も
八
0
年
代
の
民
王
化
と
経
済
発
展
の
方
が
画
期
と
し
て
よ
り
大
き
な
意
味
を
有
し
て
い
る。
日
本
現
代
史
に
つ
い
て
報
告
し
た
戸
邊
秀
明
は、
同
時
代
史
と
し
て
の
一
九
五
0
年
代
の
語
ら
れ
方、
歴
史
学
の
対
象
と
し
て
の
五
0
年
代
の
と
ら
え
ら
れ
方
の
変
化
に
注
目
す
る。
鄭
栄
桓
は、
第
二
次
世
界
大
戦
後
か
ら
現
在
ま
で、
い
か
な
る
範
囲
で、
ど
の
よ
う
に
朝
鮮
現
代
史
が
論
じ
ら
れ
て
き
た
の
か、
そ
の
模
索
の
過
程
を
跡
付
け
る。
白
川
耕一
は、
人
工
的
に
つ
く
ら
れ
た
国
家、
西
ド
イ
ツ
の
自
己
認
識
と
歴
史
像
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら、
西
ド
イ
ツ
に
適
合
的
な
歴
史
の
語
り
の
形
成
と、
ポ
ス
ト
冷
戦
期
に
お
け
る
そ
の
限
界
を
指
摘
す
る。
現
代
史
の
語
り
の
国
際
比
較
を
試
み
た
点
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
特
徴
で
あ
る。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
当
日
に
は、
下
田
淳
（
ド
イ
ツ
近
代
史、
宇
都
宮
大
学）、
佐
々
木
紳
（
中
東
近
代
史、
成
牒
大
学）、
三
品
英
憲
（
中
国
現
代
史、
和
歌
山
大
学）
の
三
氏
か
ら
コ
メ
ン
ト
を
頂
戴
し
た。
記
し
て
お
礼
申
し
上
げ
た
い。
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
史
学
十
一
号
二
0
一
五
年
―
二
月
